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1.1 本日の検討事項 

本日の検討事項及び前回会議における意見とその対応について 

資料１ 

・都市交通マスタープランに基づき、取

組みの立案

① 交通戦略の目的 ③ 目標達成に必要となる取組み・事業 

・実施期間の区分と考え方 

・抽出した事業をパッケージ事業と個別

推進事業に区分 

・実施スケジュール、実施主体の検討 

・評価方法・評価実施時期の検討

⑤ 進行管理・推進体制 

・事業の実施状況や目標の達成状況、計画の見直し等の協議や、

市民等への情報発信等を担う組織のあり方の検討 

パブリックコメントの実施 

総合交通計画（仮称）素案 

・パブリックコメントに諮る素案の整理 

総合交通計画（仮称）案 

・パブリックコメントなどの意見を踏まえた修正案の整理 

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

② 戦略の設定 

④ 実施プログラム 

・具体的に実施する事業の抽出

・戦略の方針、区域の設定 

総合交通計画（仮称）の策定 

・都市交通マスタープランの目標の追加

・目標の評価指標と指標値の設定 

・都市交通マスタープランの基本方針に

基づく「将来の目指す姿」の設定 
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1.2 前回会議における意見とその対応について 

区分 第４回委員会意見 意見に対する対応 

整理の仕

方 

①基本方針と目標から５つの戦略がク

ロスして出てくるプロセスが分からな

い。目標を達成するために必要な事業が

出てきていないように感じる。 

都市交通マスタープランの基本方針に掲げ

る交通づくりをより明確にするために、基本

方針２に目標を１つ追加した。 

その上で、目標を達成するために、重点的に

取り組むべき方向性を４つの戦略として設

定し、戦略ごとに事業を抽出した。 

目標と戦略の関連性については、その強弱を

線の太さで明確にした。 

 ②「集約型都市構造の実現」と戦略のつ

ながりが見えにくい。 

 ③コンパクトシティを色々な角度で推

し進める中で、事業候補を詰める時には

アウトラインが出てくるように整理し

た方が分かりやすい。 

 ④基本方針１と２の両方に必要な取組

みもあるが、無理やり１つに割り振って

いるため、分かりにくさに繋がってい

る。 

 ⑤事業を並べる前に、どの程度目標を実

現するかの整理が欲しい。 

都市交通マスタープランの目標に対する評

価指標と指標値を設定した上で、目標達成に

必要な取組み・事業を整理した。 

 ⑥事業を実施した場合にアウトカム指

標がどう変わるかまで繫げる必要があ

る。 

アウトカム指標は、戦略によって抽出した事

業を実施した成果をできるだけ計ることが

できる代表的な指標を設定した。 

パ ッケー

ジ化 

①戦略１・２・３は公共交通の利便性向

上だけであり、対象を意識したパッケー

ジ化が必要である。 

重点的に取り組むべき方向性としてを４つ

の戦略として設定し、戦略ごとに事業を抽出

した。 

パッケージについては、今後のまちなかのま

ちづくり施策と連携した交通施策、本市のシ

ンボルである路面電車とその沿線のまちづ

くりの２つを設定した。 

また、パッケージ化しない事業は個別推進事

業として整理した。 

事業候補 ①幹線を大切にするというブランディ

ングも事業に位置付けると良い。 

公共交通に対する価値や信頼性が高まるよ

う、ハード事業と連携しながら利用意識の変

革や醸成などの事業を位置付けた。 

 ②自転車で豊橋駅の西口と東口の往来

を良くする事業があると良い。 

「豊橋駅東エリアと西エリアを結ぶ通行環

境の向上」を事業として位置付けた。 
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区分 第４回委員会意見 意見に対する対応 

スケジュ

ール 

①前期にできる事業に偏っているよう

に感じる。 

今後のまちづくり施策と連携して実施すべ

き交通施策や早期に実施すべき事業などを

前期に位置付けた。なお、実施までに検討や

調査に時間を要する事業などは後期や長期

に位置付けるものの、前期から実施に向けた

調整を行うことがわかるよう実施プログラ

ムを作成した。 

 ②短期で実施するものと長期で実施す

るものが同じ時間軸で整理されている。

抽出した事業ごとで実施プログラムを作成

し、計画期間の中で事業の実施時期を明確に

した。 

 ③交通戦略の 10 年計画の中で、見直し

時期の記載が必要と思われる。 

事業の実施状況や目標の達成状況で進行管

理や評価を行う中で、前期の最終年のＨ32 を

中間見直し時期に位置付けた。 


